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【はじめに】

環境問題に対する受け止め方が多様化してきた今日，市民一人一人も環境問題の当事者として

の意識を持ち，市民のライフスタイルを見直していくことが求められる．しかし、環境配慮行動を進

めるにあたって、社会のためという意識とは裏腹に、環境配慮行動を行うことがコストである。その

ため、環境配慮行動を促進させる要因の一つとして、規範意識の重要性が指摘されている。

例えば、規範活性理論を提唱したSchwartz（1977）によれば、協力行動は、まずその行動を行うこ

とが必要とされるという「重要性認知」、協力すべきであるという「道徳意識」という一連の心理的メ

カニズムによって喚起される。ただし、東アジアの諸国のように，様々な環境問題が国境を越えて

深刻化している現在では，各国の文化や価値観，さらには経済発展の度合いの違いによって環境

意識が変動する可能性がある。

【データ】

「東アジアの文化・生活・環境に関する意識調査－日韓中調査－」の調査のデータ個別面接聴取法による。日本全国、韓国全国、中国本土の北京市、杭州市に居住する、無作為抽出し
た成人男女を対象。

【結果】

（1）記述統計量
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構成概念

x1
私たちを取り巻くさまざまな状況、例えば空気、水、土壌、植物や動物などを全体的に見て、地球全体の

環境は、ここ数年間に良くなったと思いますか。それとも悪くなったと思いますか。

x2
私たちを取り巻くさまざまな状況、例えば空気、水、土壌、植物や動物などを全体的に見て、日本（我が

国）全体の環境は、ここ数年間に良くなったと思いますか。それとも悪くなったと思いますか。

x3
近年、地球規模の環境問題への対応について、経済成長がある程度遅くなっても、環境保護が最優先さ

れるべきだ

x4 近年、地球規模の環境問題への対応について、 産業先進国は途上国よりも環境問題に責任がある

x5
近年、地球規模の環境問題への対応について、地球環境のためには､国境を超えた国際協力が不可欠

である

x6
近年、地球規模の環境問題への対応について、地球環境のためには、技術革新よりも市民の環境配慮

行動が重要だ

x7 省エネ効果が高く､エコマークのついた商品を購入すること

x8 ものを捨てないで再利用したり、リサイクルに出すこと

x9 洗い物､シャワーに水を無駄使いしないよう努力すること

x10 照明､冷暖房などに使うエネルギーを節約するよう努力すること

x11 自家用車・タクシーを使わず､バス､電車などの公共交通機関を利用すること

x12 買い物の時に､レジ袋や包装を断り､買い物袋を持参すること
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Wcn Wnb Wcb

日本=韓国 日本=中国 日本=韓国

日本 0 .11 ** 0 .31 ** -0 .01

韓国 0 .13 ** 0 .16 ** -0 .01

中国 -0 .03 0 .27 ** -0 .29 ** 

差の検定 3 .62 ** -2 .58 ** 4 .60 ** 
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図3 環境保全の担い手について図２ 国・地域および地球全体の環境変化について（否定的な回答）

図1  本研究の概念図

表１ 構成概念および測定項目

・日本と韓国では、環境問題の危機感に対する重要性の認知が，規
範意識の向上を媒介して間接的に環境配慮行動に正の影響を及ぼ
している。

・一方、中国では、重要性の認知が規範意識には結びつかず、規範
意識が直接的に環境配慮行動の向上につながっている。

表２ 等値制約モデル一覧および適合度 表３ パス係数の差の検定

図４ 等値制約組み合わせ：125通り
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